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立神峡だより
北海道から友好町交流のため中学生が来園

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲洗浄後の龍神橋

▲大空町と氷川町の中学生の皆さん

▲洗浄前の龍神橋

　１月６日、北海道大空町から中学生が立神峡を訪れました。これは第12回ふれ愛スタディ
in氷川の企画により地元の中学生との交流を深めることが目的です。立神峡では火打石拾いか
ら実際に火をおこす体験を行いました。最初は、なかなかうまくいきませんでしたが、徐々に
慣れてきた後は、見事に火が付き歓声が上がりました。また、北海道の中学生はミカンが木になっ
ているところを見たことがないということで、木登りしながらのミカン狩りやシイタケの駒打
ち体験をお互いに楽しみ、交流を深めることが出来ました。早速、収穫したミカンを美味しそ
うに食べ、またシイタケの駒を打った原木は北海道に持ち帰りできるようにプレゼントしまし
た。これらの体験を通じて、氷川町と大空町との交流が益々深めることが出来れば幸いです。

龍神橋も負けじと化粧直し

　昨年は火の国橋の塗装を行い、きれいになり
ました。
　龍神橋も３年前は汚れて整備状態がとても悪
い状態でしたが、吊り橋の洗浄や塗装を行いず
いぶん状態は良くなりましたが、３年も経過す
るとまた汚れや破損が目立ってきました。
　そこで、通路や両サイドの直柱の部分を塗装
して、見違えるほどきれいになりました。
　今後は、洗浄して汚れた部分を取り除き、塗
装して火の国橋と同じようにきれいになるよう
にスタッフ一同頑張ります。
　立神峡も年々、観光客やクル－ズ船からの外国人が増えており、この素晴らしい景観を誇る
立神峡を観ていただき、感動を多くの人たちに伝えることができる場所として高めていきたい
と考えています。町民皆さまのご理解とご協力を今後ともよろしくお願いします。

外国人へのおもてなし準備中
　今年は、立神峡を中心として、外国人に伝統文化交流やお茶・お花・書道・生け花などの体
験を通じて感動していただくための準備を進めています。協力希望者も募集中ですので、お気
軽にご連絡ください。
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